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１【提出理由】

当社は、2024年５月29日開催の臨時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の５

第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、臨時株主総会における議決

権行使の結果に関する臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1) 株主総会が開催された年月日

　2024年５月29日

 

(2) 決議事項の内容

第１号議案　第三者割当による第14回新株予約権の発行の件

当社は、2024年５月７日付の取締役会（以下「本発行決議取締役会」といいます。）において、SUN

ORGANIC FARM株式会社（以下「本新株予約権割当予定先」といいます。）に対して、下記１＜募集の概要

及びに発行する新株予約権の概要＞の要領にて、第三者割当による新株予約権（以下「本新株予約権」と

いいます。）を発行することを決議いたしましたが、本新株予約権が全て行使された場合に交付される株

式数は400,000,000株（議決権数4,000,000個）です。これは、2024年２月29日現在の当社発行済株式総数

141,556,993株（議決権数1,415,494個）に対して、282.57％（議決権ベースでは282.58％）に相当し、希

薄化率が25％以上となることが見込まれます。以上のことから、本臨時株主総会にて、大規模な希薄化に

よる第三者割当に関する議案の承認（特別決議）をお願いするものであります。

１．募集の概要並びに発行する新株予約権の内容

（１） 割当日 令和６年５月29日

（２） 新株予約権の数 4,000,000個

（３） 発行価額 総額20,000,000円（新株予約権１個につき５円）

（４）
当該発行による

潜在株式数
400,000,000株（新株予約権１個につき100株）

（５） 資金調達の額

新株予約権発行による調達額：20,000,000円

新株予約権行使による調達額：

2024年５月２日の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の終値に上

記の発行する株式数を乗じた額

（６） 行使価額
2024年５月２日の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の終値とす

る。ただし、その日の終値がない場合は直近普通株式の価格とする。

（７）
募集又は割当方法

（割当予定先）

第三者割当の方法により、以下のとおりに割り当てる。

SUN ORGANIC FARM株式会社

　4,000,000個（潜在株式数400,000,000株）

（８） その他

① 行使価額及び対象株式数の固定

本新株予約権は、行使価額固定型であり、行使価額修正条項付きのいわゆる

MSワラントとは異なるものであります。

② 当社は、割当予定先との間で、金融商品取引法に基づく届出の効力発生

後、2024年５月29日開催予定の当社臨時株主総会（以下「本臨時株主総会」

といいます。）の特別決議による承認決議がなされることを条件に払込期日

までに本新株予約の「新株予約買取契約書」（以下「買取契約」といいま

す。）と「総数引受契約書」（以下「総数引受契約」といいます。）を締結

する予定です。その主な内容のうち本新株予約権にかかるものは以下のとお

りです。

・譲渡制限

本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認を要するとされていま

す。

・ ロックアップ・先買権

当社は、本新株予約権が残存している間、原則として、(a)割当予定先の事前
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の書面による承諾を得ることなく、当社の普通株式又は普通株式に転換若し

くは交換できる証券の勧誘、担保提供、発行、売付け、売却契約、購入オプ

ションの付与、購入権の付与、引受権の付与、貸付けその他の移転又は処分

を、直接又は間接に行わず、またデッド・エクイティ・スワップ等の実行に

よる普通株式の発行又は交付、会社の普通株式の所有についての経済的結果

の全部又は一部を第三者に移転するスワップその他の取決めを行わず、さら

に当社の指示により行為するいかなる者をしても上記の各行為を行わせず、

(b)株式、新株予約権又は新株予約権付社債等を発行又は交付しようとする場

合には、事前に割当予定先に対して同一の条件・内容により引受ける意向が

あるか否か確認することを要します。

③ その他

前記各号については、金融商品取引法に基づく届出の効力発生及び本臨時株

主総会の特別決議による承認決議がなされることを条件とします。
 

２．本新株予約権の発行の目的並びに理由

当社は、「クリーンエネルギー分野」「インバウンド分野」「地方創生分野」「我が国の技術分野」の

４つのテーマを掲げ、これらの事業展開の中で、より良い役務を世の中に提供しながら企業群の事業発展

に資する取り組みを進めており、事業の選択と集中に注力し、金融・コンサルティング事業にリソースを

集中投下することで、事業発展に資する取り組みを進めております。

このような事業環境の中、2023年５月25日に開示しましたとおり、桂経営ソリューションズ株式会社

（大阪府大阪市中央区平野町１－８－11 代表取締役　桂幹人）との間で、各々の事業に関して有するノウ

ハウ、財務基盤、人的基盤その他の業務基盤を相互に有効活用することにより、事業にかかる業務の効率

化を図りつつ、業務の相乗効果を高め、各々の企業価値を高めることを目的とした業務提携契約を締結

し、当社の金融・財務ノウハウはコンサルティング業務を通じて収益の向上に努め、当該事業を主力事業

の一つに成長させるべく、積極的な事業展開を進めております。

また、2022年４月12日付「第三者割当により発行される第13回新株予約権及び第３回無担保転換社債型

新株予約権付社債の発行並びに第三者割当契約に関するお知らせ」及び2023年７月14日付「資金使途の変

更に関するお知らせ」にて公表しておりますとおり、当社は、再生エネルギー事業としての太陽光発電開

発事業における売電事業において経産省から認可を受けた際に事業者と設備に対して発行されるID（FIT権

利を取得済）の権利売買事業及び「地方創生・地域活性化」及び「SDGs」に関連する事業会社への投資等

の新たな投資事業による収益性の向上を目指しておりました。

しかしながら、当社は、2023年３月期の連結業績では、売上高381百万円、営業損失482百万円、経常損

失546百万円、親会社株主に帰属する当期純損失904百万円、また、2024年３月期第３四半期の連結業績で

は、売上高208百万円、営業損失237百万円、経常損失276百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失265

百万円を計上し、2023年12月末時点での現金及び預金残高が38百万円となっております。また、2023年3月

期においては、2022年11月14日に公表した第2四半期決算において150百万円の特別損失を計上し、2024年3

月期においては、2023年5月12日に公表した第1四半期決算において77百万円、2023年11月14日に公表した

第2四半期決算において77.5百万円、2024年2月14日に公表した第3四半期決算において3.4百万円の特別損

失を計上しております。

現在、当社株価の低迷により2022年４月に発行した第13回新株予約権の行使が進んでいないため、予定

していた資金使途である投資資金の確保が難しい状況となっており、何らかの手段により資金を調達しな

ければ、事業活動を継続するための運転資金の確保が困難な状況にあることから、継続企業の前提に重要

な疑義を生じさせるような状況が存在しております。加えて、当社の企業価値を向上させるための事業展

開を行うにあたり、安定的な収益が上がらない現状では、コーポレートの信用による金融機関からの融資

は難しいこともあり、金融機関等からの決済資金等の調達が進まず、自己資金での事業展開を余儀なくさ

れ、取り扱うことができる案件は、規模、件数等が限定されることになり、更なる成長に向けた基盤構築

のための事業資金の確保は必須であり、事業資金の調達により、既存事業の案件の情報量増加が期待でき

るだけでなく、これまで自己資金の投下可能額が限定的であったことから検討できなかったM&A案件や新規

事業等に関する優良な案件情報も入手することが可能となるため、当該必要資金の引受先となる事業会社

及び投資会社等を模索してまいりました。

当社としましては、いままで取り組んできた事業により獲得したノウハウ及びネットワーク並びにシス

テムを活用し、既存事業を伸長・拡大させ、また、新たな事業領域の開拓を行う等により、当社の収益力
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の向上を図ることが喫緊の課題であり、当該課題解決のためには、既存事業の拡大及び新規事業を行うた

めの資金が必要とし、また、当面の当社グループ維持のための運転資金等の確保が必要だと考えておりま

す。新規事業における４つのテーマにおいて、当該企業に対する投融資とGK/TK(合同会社と匿名組合を利

用したスキーム)による出資も検討を行います。

過去の資金調達において調達した資金で函館山ホテルの取得、地方創生、不動産特定事業を行う会社の

取得等を行ってまいりましたが、株価低迷により第13回新株予約権の行使が進まず保有資産の維持、運転

資金に費消し投資が停滞していました。しかし、当社は昨年役員体制を一新しており、価値ある投資、収

益性のある投資を行っていく決断に至った次第です。今後は、より一層、内部統制、コーポレートガバナ

ンスを厳格に運営し、案件毎においての検討、審査、社内決定のプロセスをより確実に行っていきます。

今回、当社の経営方針にご理解ご賛同いただける割当予定先の目途が立ったため、上記必要資金を確保

することを目的として、本資金調達の実施を決定いたしました。

なお、本資金調達の手法について、当社は、割当予定先であるSUN ORGANIC FARM株式会社（大阪府大阪

市中央区北浜２－１－17 代表取締役　佐々木康裕、以下「SUN ORGANIC FARM」といいます。）を譲り受

け、代表取締役の佐々木康裕氏（以下「佐々木氏」といいます。）に対して、全量新株式による引受けを

打診いたしました。その結果、株式市場における当社の株価の推移等を踏まえ、全量新株式による引受け

は困難であるが、新株予約権による引受けであれば可能である旨の回答が当社代表取締役とSUN ORGANIC

FARMとの面談時に聴取し、加えて前代表である前田奈津子氏からも同様の方針であり、次期代表である

佐々木氏に引き継いでいると、確認を取っております。当社といたしましては、当社が継続的かつ十分な

収益を確保するためには本資金調達は必須であるとの認識から同社の要請に応じたものであります。

なお、株価低迷等の理由により本新株予約権の行使が進まず充分な調達がなされなかった場合には、事

業活動を継続するための運転資金の確保及び借入金の返済を優先する予定です。

 

第２号議案　定款の一部変更の件

１．提案の理由

今回の第14回新株予約権の発行を可能とするために、発行可能株式総数を280,000,000株から

560,000,000株に増加させるものであります。

なお、本定款変更については、第１号議案が原案どおり承認可決することを条件といたします。

 

２．変更の内容

定款変更の内容は次のとおりです。

（下線は変更部分を示します。）

現行定款 変更案

第１条～第５条（条文省略）

 

(発行可能株式総数)

第６条　当会社の発行する株式の総数

は、280,000,000株とする。

 

第７条～第44条（条文省略）

 

第１条～第５条（現行どおり）

 

(発行可能株式総数)

第６条　当会社の発行する株式の総数

は、560,000,000株とする。

 

第７条～第44条（現行どおり）

 
 

 
(3) 決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件並

びに当該決議の結果

 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

可決要件
決議の結果及び
賛成(反対)割合

(％)

第１号議案
第三者割当による第
14回新株予約権の発
行の件

749,451 40,021 －
(注)

可決 90.96

第２号議案
 定款の一部変更の件

752,744 37,681 － 可決 91.26
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(注) 議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議決

　　権の３分の２以上の賛成による。

 

(4) 株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主のうち賛否に関して確認できたものを合計したことによ

り、決議事項の可決又は否決が明らかになったため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対及び棄権の確認が

できていない議決権数は加算しておりません。
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